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ネルディスカッションを終了とさせていただきます。パネリストの皆さまにもう一度大き

な拍手をお願いいたします。ありがとうございました。パネリストの皆さま、どうぞご降

壇ください。

■閉会挨拶

政井 皆さま、いかがだったでしょうか。皆さまのお仕事の中での、今後の大きな参考に

なる本時の基調講演、そしてパネルディスカッションであれば幸いでございます。それで

は閉会にあたり、本日のまとめとして一般財団法人生命保険協会副会長、佐々木豊成より

皆さまにごあいさつ申し上げます。佐々木副会長、お願いいたします。

佐々木 生命保険協会の副会長を務めております、佐々木でございます。本日のシンポジ

ウムには約 名に上る皆さまにご参加をいただきました。誠にありがとうございました。

また、内閣官房番号制度推進室長の向井様には基調講演をいだきました。その後には向井

様、岡本様、砂田様、唯根様にはパネルディスカッションに参加をいただきまして非常に

具体的で示唆に富むご議論を賜りました。また、大変有益なキーワード、問題提起なども

いただき、誠にありがとうございました。さらに、モデレーターの政井さんには大変素晴

らしい司会進行をしていただきありがとうございました。

梅﨑契約サービス委員長より説明がありましたとおり、生命保険会社とご契約をされて

いるお客さまも高齢化しており、今後ご契約に係る手続きが増加していくことが予想され

ることを踏まえると、生命保険業界としては高齢のお客さまに配慮した取組みをさらに推

進していく必要があります。当協会では既にご案内のとおり高齢のお客さまのさらなる利

便性の向上に資する有効策の一つとして、昨年よりスタートしました新たな社会的インフ

ラであるマイナンバー制度が利活用できないのかを検討しています。本日のパネルディス

カッションでいただいた大変貴重なご意見を踏まえ、提言書を 月に取りまとめて公表す

ることができるよう、さらに検討していきたいと思いますので、引き続きよろしくお願い

申し上げます。本日はどうもありがとうございました。

政井 ありがとうございました。生命保険協会副会長、佐々木豊成より皆さまにごあいさ

つを申し上げました。ありがとうございました。以上で本日の全てのプログラムは終了と

なります。

了
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もマイナンバーによって達成できるわけではありませんが、少なくとも金融関係の情報と

いうものは、災害時においては本当に助けになる状況です。これが持続的にしっかりと現

在地、あるいは安否が確認できることは、単に会社にとって楽になること以上に、非常に

大きなメリットであることを強調しておきたいと思います。逆にそういうところが国民に

理解されない限りは、例えば保険会社がマイナンバーの提供も、やはりなかなか難航する

ことになってしまうのではないかと思っています。以上です。

政井 ありがとうございます。消費者の立場からするといろいろな情報がひも付けされる

怖さもありますが、逆にメリットとしてはそういうところが紐付けることにより、生存確

認が早い段階で生命保険会社に連絡がつながるなどといったこともできるのではないかと

思ったので、少し安心できます。ただ、民間企業としてはこういった新しいシステムを取

り込むことの良さもあれば、負荷も多いのではないかと思いますが、荒谷さんいかがでし

ょうか。

荒谷 まず、現在、保険会社は先ほどのご説明のとおり、マイナンバーについては保険金

や給付金の支払時に支払調書を作成する際に、保険契約者と保険金受取人についてのマイ

ナンバーの記載が義務付けられており、これは昨年 月からスタートしています。実際に

実務が走っているわけですが、その際に当然のことながら保険会社としては、データ管理

の堅固な情報管理の安全措置を講じているので、そこでのインシャルコストが当然かかっ

てきているわけです。その後もお客さまにマイナンバーをいただくためのご説明の資料や

営業職員への教育など、情報の管理を含めてのランニングコストがかかるのが実態だと思

います。これらをやることによりお客さまにとってのデメリットである情報管理の不安な

ど、そういうものはできる限り拭い去っていきたいと思いますが、最終的にこれが普及す

るかどうかは、デメリットとメリットのバランスなのだと思います。そういう意味ではデ

メリットを消しながらメリットを高めていくということでは、やはり利活用を含め利用範

囲が広くなってくればお客さまにとってもメリットが大きいのではないかと思っています。

そうすることにより理解が深まり、スムーズなマイナンバー制度の普及が進められていく

と思っています。以上です。

政井 ありがとうございます。民間企業としての取組み、特に情報を扱う所の管理、そし

て扱う人への教育というところで、ひょっとしたら個人情報保護法が入ったとき以上のい

ろいろな教育や管理の徹底が必要になると思います。民間企業がきちんとそれをしてくれ

れば消費者も、じゃあお願いしますということでマイナンバーを託せるのではないかとい

う気がします。

では続いて論点 、番号制度のメリットとして、現在できることと今後期待されること

の両方を含むと思いますが、やはり具体的なメリットを共有することで大きな力になって
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